
IP電話とモバイルセントレックス



IP電話のしくみ

IP電話とは･･･音声をIP化して従来の電話回線ではなく、

インターネット回線上で音声通信を行うIP電話システム
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一般加入電話の問題点と
IP電話導入のメリット

■一般加入電話･･･距離が離れれば離れるほど、多くの
交換機を通るため、通話料金が高くなる。

IP電話にすると・・・

通信費が断然安い！
メールやデータをやり取りするように

音声をIP化して、インターネット上でやりとりするため



導入の現状

外線のみIP化する企業が多い

・内線までIP化しようとすると、専用のIP電話端末の購入が必
要。初期費用も高額になってしまう。

・拠点間や外線電話のIP化は、通信削減に十分に寄与する
が、安易に内線もIP化すると逆に運用コストが膨らんでしま
うこともあるため注意。

内線もIP化を図る場合は、コスト削減以外の目的が必須
ex）フリーアドレスオフィスにしたい等.….



IP電話最新動向①：ネットツーコム

・3.5世代

・無線LAN機能搭載

・無線LANエリアではIP電話として使える

・Windows Mobile搭載で、会社のサーバ
にあるスケジュール確認、メールの送受
信、アプリケーションソフトが使える

■4月4日日経産業新聞一面より



IP電話最新動向②：SkyWave

・PBXの設定・バージョンア
ップはオンラインでPC画面
ですべてできるので常に
最新の機能が使える



IP電話最新動向③：株式会社プライム
パートナーズ

・IP電話を
ASPサービスで提供



IP電話最新動向④：Skype

・2005年11月のSkype Day in
JapanでSkypeフォン対応の
端末が多数登場

・テレビ電話もできるIP電話
・Skype搭載携帯電話も
外資系メーカーを中心に登場



携帯電話を企業内の内線電話に使うための技術・サービス

モバイルセントレックスとは

PBXによる内線網の構築

どうせPBXをなくすなら・・・

IP-PBX（ SIPサーバー）やIPセントレックスサービスの利用による
音声のIP化で、PBXを撤廃あるいは一部を撤去する

しかし・・・“PBXのランニングコストは高い！”

固定電話をもっと使いやすい携帯電話に



サービス提供の現状

●NTTドコモ 「PASSAGE DUPLE」

●KDDI 「OFFICE WISE」

各社ラインナップ

注意!

各社で、しくみが全く異なる



各社のサービスの違い
NTTドコモ：「PASSAGE DUPLE」

●特徴
FOMAサービスエリア内→ 携帯電話

無線LANエリア→IP電話

●導入時の障壁

・端末が今のところ１機種のみであり、価格が通常の携帯電話や携帯型
無線IP電話機に比べて高価

・内線のためにはSIPサーバーが必要で、多数のアクセスポイントや、場合
によっては無線LANコントローラも必要になる。多数のユーザーが同時
通話を行うケースなどを考えると、ネットワーク設計には十分な事前調査
が必要



各社のサービスの違い
KDDI 「OFFICE WISE」

●特徴

・au携帯電話がどれでも内線通話に利用可能

・企業内にau携帯電話の基地局を設置するか、あるいはau網内の基地
局にあるOFFICE WISE設備に対し、社屋内に備えたアンテナや既存
PBXを専用線で結ぶことで実現する。この基地局に内線として使用す
る携帯電話を登録すれば、基地局のカバーエリア内の登録端末同士
なら内線番号を使って話し放題

●導入時の障壁

・拠点の基地局のカバーエリアを離れると内線通話はできなくなる

・基地局の設置には数千万円の初期導入コストと、数ヶ月の導入期間が
必要（大企業向け）


